
メ

o

(そ の1)`

収 支 報 告 書(平 成 芝♂ 年分 〉

(ふ り が な)

政治団体の区分1政 治団体の名称

赤羽かずよしを励ます会

2主 たる事務所の所在地

!

口 政 党 鍮 政治資金規正 法第18条 の2

口 政 党 の 支 部 第ユ項の規定による政治団体

口 政 治 資 金 団 体 、(平成 年 月 日開催分)

直 そ の 他 の 政 治 団 体 一

mそ の 他 の政 治 強 体 の支 部

神戸市兵庫区下沢通7-2-28フローラ上沢２A

瞳●ひ

活動区域の区分

鷺2以 との都 道府 県 の 区域 等9兵 庫 県 内 ・3代 表者の氏名

赤羽一 嘉 資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分
、

4会 計責任者の琉名

岩野 武 彦 ・

□ 有(罫 の欄にも記入)

暫 無(下 の欄は空欄)

公職 の種類
幌 職・候補者の別,

1現 ・候)

宮 政治資金規正法第19条 の7第1項

第1暑に係る国会議員関係政治団体

口 政治資金規正法第19条 の7第1項

第2号に係る国会議員関係政治団体

赤羽一 嘉資金管理鐡体

の届出をした

者 の 氏 名
v

公職の種類
㈱'撫)継 院 麩鯉;候)

き

琵鴛蕪藤 ∫(事務担当者の氏名収支報告書の内容にっいての問い合わせ先)1 資金管理団体の摺定の期間

(1月1日 ～12月3蝦 の場合は記入不要)

国会議員関係政治団体に関する

特例の適罵期間

(1月1日 ～12月31日 の場合 は記入不要) 整 理 番 ・弩 ・、v、鴉　 圧"胤 轄 θ

29.3.28

村上芳弘

(年の途中で指定又は取消した場合のみ記入)

平成 年 月 臼から

平成 年 月 臼まで

(年の途中で該当した場合又は該当しなくなった場合のみ詑入)

平 成 年 月 日か ら

平 成 年 月 日ま で 、

姻 く勤

/8 鳳

騨

第 ノ }

(電話)

〃駆5欝 諭 ノ3ノ剛 一

(注)報 告書作成にあたっては「聖支報告書記載例」を参照して ください。 1



8

収 支 の 状 況

(その2)

1収 支の総括表
"

収 入 総 額

(前 年 か ら の 繰 越 額)

(本 年 の 収 天 額)

支 出 総 額

翌 年 へ の 繰 越 額

ず

十億 百万 千

!、

!

〆

』

∴

〃

〃

ユ

1

/

ノ

(注)「(前 年からの繰越額)』 は前年の報告書を確認のうえ記載してください。

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額

員 数

十億 百万 千 円

詑
人

讃

(注)「 員数」は党費又は会費を納入した実人数を記載 してください。

(2)寄 附

ア 寄附〈イを除く。〉の区分 金

(ア)個 人 か ら の 寄 附

(う ち 特 定 寄 附)

1イ〉 法人その他の団体からの寄附
吊、

(ウ〉 政 治 団 体 か ら の 寄 附

十億 否万

&

、"

千

玉

額 備 考

円(そ の7)に 内訳を記載

ダ

ジ

(そ0)7)に 内訳を認載
〃

〃(そ の7)納 訳を識

小 計(ア 〉 十(イ)十(ウ) 〃

(寄附の うち寄附のあっせんによるもの)

イ 政 党 匿 名 寄 附 E

4・(そ の8)に 轍 を繊

汐 .
(そ の9)に 内訳 を記載

合 計(ア+イ 〉 〃
(注)・ アの区分(イ)にっいて、企業 ・労働組合等の団体が政党及び政治資金団体以外の者 に対 して、

政治活動に関す る寄附をすることは、禁止されています。
・ 「(う ち特定寄附)」 を記載す る場合は、 「個人か らの寄附」の内書を記載 してください.
・ 「(寄附の うち寄附のあっせんによるもの)」 を記載する場合は、 「小計」の内書を記載 して ください。2



(その13)

3支 出項鷺別金額の内訳
ぎ

(1)支 出 の 総 揺 表

'

項 霞 金 額 備 考
A一

1

経

鴬

経

費

(1)入 件 費
§一億 、 百万

呂

千:ノ(
・ち締 支獅 交・金)

(2)光 熱 水 費
〃(う ち轍 支駒 交付金)

(3)備 晶,学 肖 耗 品 費
〃(う 獺 囎 問の購 〉

'㌔

〈4)事 務 所 費

▼

〃.(う ち鞭 燃 の鮒 金)

小 計(A)
臣 ρ(う ち本部4支部間の鮒 金)

1
了F

(1)組 織 活 動 費
ジ(う ち轍 支部骸 付金),

(2)選 挙 関 係 費
汐(う ち本部 ・支部問の交付金 〉

… 一四"哨n凹 η 邑

(3)機 関 紙 誌 の 発 行

そ の 他 の 事 業 費

(ア+イ 十 ウ 十 工)

(う ち本部 ・支部闘の炎付金)

ジ
'

ア 機 関紙誌の発行 事業費

F"PF

、.曹 一幽一■・y

,ρ働.曽噛`叡

FF,辱,,

(う ち本部・支部聞の交付金)

イ 宣 伝 事 業 費

ウ 政治資金ハ㌧テ仁開催事業費

〃

4(淋 部 支゚部間の轍)

♂活

動

費

(う ち本部・支欄 破 付金)

エ そ の 他 の 事 業 費

円

鍵(う ち鋤 燃 の鮒金)"一一 ダ
(4)調 査 研 究 費

'

〃(う ち柵 欄 の購)
戸 γ

(5>寄 附 ・ 交 付 金 ミ

ρ(う ち謝 支欄 の轍)
マ

〈6)そ の 他 の 経 費
准(う 獺'支 締 轍)

小 計(B) (う ち本静 支綱 の鮒 金)6

「

合 言十(A)十(B)
L

ジ(う ち本繊 欝 交付金)

(注)・ 経常経費(人 件費を除く。)に ついて、1舛 当 りの金額が資金管理団体 として指定 されていた期閥(国 会議員関係政治団体に関す る特例規定が適用 され ていた期 問を除 く。)に 行 った支 出にあっては

5万 円以上の もの を、 国会議員 関係 政治劇体に閣する特例規定が適用 されていた期間に行った支出 にあっては1万 円を超 えるものについて、その明細 を次買の様武(そ の14)に 記載 す るとともに、

領収書等 の写 し(当 該領収書等を複写機に よ り複写 したものに限る。)を 添付 して ください。
・政治活動 について、】件 当 りの金額 が国会議員関係政治懸体に関す る特例規定が適用 されていた期間に行った支出 にあっては1万 円を超 えるものを、それ以外の期間 にあっては5万 円以上 のもの

について、その明細を様式(そ の15)に 記載す る とともに、領収 書等の写 し(当 該 領収 書等を複 写機 によ り複 写 したものに限 る。)を 添付 して くだ さい。

・当該政 治団体の本部又は支部 に対 して供与 した交付 金に係 る支 出がある場合は、その金額を備 考欄 に(〉 内書き して くだ さい。 また、 この額の内訳 を様式(そ の16)に 記載 して くだ さい。13



(そ の17>

資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

電

資 崖 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 冒

イ 建 物 口 α

ウ 建物の所有 を目的 とす る地上権又は土地の賃借権 口 図

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産

凋

口 露

軍

オ 預 金(普 通 預 金 及 び 当 座 預 金 を 除 く 。)
又 は 貯 金(普 通 貯 金 を 除 く 。)

一

口 冒

カ 金 銭 信 託 臼 図

キ 有 価 証 券 口 函
抽

v

ク 出 資 に よ る 権 利 口 団

ケ 貸 付 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 口 . 厨

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 騒

サ 取得 の価額が100万 円を超 える施設の利用に関する権利 口 必
鴇

シ 借 入 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 口 財
樋

(注)該 当す る 「□3内 に 「殉 を記入して ください。また、 「有」の場合、項 目ごとに内訳を(そ の18)に 記載 してください。

17



(その20)

宣 誓 書

添 付 書 類(別 添のとおり)

1領 収 書等の写 し

2政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違ありません。

`

平成 ユ9年 ∴ 月8日

政治団体の名称 赤 羽 かず よ しを励 ます 会.

会__.蓋 野 武 彦.
凧庫贈 厨

(自署の場合は押印 は不要 です。)

用

〆　(代表者の氏名欄は、解散年の収支報告書にのみ記入してください。)、

代 表 者 の 氏 名 ㊥
1　

L儲 の場合は押印は不蜘 ツ

〈注)・ 会計責任者や代表者の 「玩名」欄には、記名 ・押印又は署名をしてください。また、署名の場合は必ず本人が自署して ください。
・解散晴に複数年の収支報告書を同時に提出する場合、代表者の幾名は解散年の収支報告書にのみ記入してください。20



政治資金監査報告書

平成29年2月7日

赤羽かずよしを励ます会

代表 赤 羽 一 嘉 殿

鰍 治資鑑査人 香 藤 誠 泌
鍵

登 録 番 号 第1449号

研 修 修 了 年 月 日 平成21年5月15日

1 監査の概要

(1)私 は、政治 資金規 正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規定 に基づ

き、赤羽かずよしを励ます会の平成28年 に係 る法第12条 第1項 に規定する収支報

告書のすべての期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計

帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振

込明細書に係る支出目的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書の写しを含む。以下

同じ。)に ついて、支出に関する政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査マニュ

7 アル」 とい う。)に 基づ き行 った。

(3)私 の責任は、外部 性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の

作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書

等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目

的書について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告す

る ことにあ る。

(4)こ の政治資金監査は、赤羽かず よしを励ます会の主たる事務所において行った。



2 監査の結果

私が実施した政治資金監査の結果は、以下のとおりである。

(ユ〉法第 董9条 の13第2項 第1号 に規定する事項について、会計緩簿が保存されてい

た 。

なお、政治資金監査の対象期間においては、赤羽かずよしを励ます会に係る支出は

なく、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の弱細書、振込明細書及び振

込明細書に係る支出鷺的書は存在 しなかった。

(2>法 第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項について、会計帳簿には、当該国会

議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員

関係政治懸体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項について、法第12条 第1項 に規定

す る収支報告書は、会計媛簿に基づいて、支出が計上されていない状況が表示されて

い た。

(4>法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項について、領収書等を徴し難かった

支出の萌細書及び振込明細書に係る支出目的書は、存在しなかった。

恥

3 業務剃限

赤羽かずよしを励ます会と私との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反す る

事実はない。

また、赤羽かずよしを励ます会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業

者 との間にお いても、岡様 で ある。

以 上


